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はじめに
　本稿の筆者には，年老いた叔母がいる。これまで，筆者が生まれ育った東京の小耳をひとり
留守居してくれていた。彼女の夫はすでに他界している。子供も授かったが生まれてすぐに亡
くなり他に身寄りもない。平成6年に姉（報告者の実母）も亡くなった。高齢者一般に見られ
るような体力等の減少，身の回りのことにも次第に一人では覚束なくなった。3年ほど筆者
は，職場での仕事を終えると彼女の在宅介護に専念することになった。社会福祉学部の学生と
同様の実習体験である。入浴や食事の介助，或いは下の世話などでは，今思うと恥ずかしいこ
とではあるが，彼女の粗相に腹立たしく感じたりすることもあった。同時に実母にできなかっ
たことをさせてもらう喜びもあった。階下に背負って移動することも何ヵ月か続いた。そうこ
うするうちに筆者自身の腰痛も深刻になり始めた。福祉現場に従事する者がうったえる身体的
な苦痛を多少なりとも体験した。短期間ではあったが介護保険を利用してヘルパーのお願いも
した。これによっては制度が変わってもあたたかな人のこころは変わらないことを実感でき
た。友人のすすめもありいくつかの施設を尋ねるうちに，現在の特別養護老人ホームにお世話
いただけることになった。施設に叔母がお世話になってやがて1年ほどになる（’03．8現在）。
施設長はじめ職員の方々の親身な介護には本当に頭が下がる思いである。
　出来るだけ週に1度は叔母の元気な顔を見ることにしている。後述するが，その施設で，改
めて母性（女性）と父性（男性）の役割の重要性を感じた。社会において，家庭において，学
校において，或いは施設という擬似家庭内（こういう表現が適切かどうか疑問であるが）にお
いてもそのバランスは必要であると思っている。やさしさと厳しさ，どちらか一方のみが母性
であり，父性であるということはない。あわせ兼ね備えていることが理想であろう。本稿の筆
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者は，平成！7年度に研究成果報告の予定となっている社会福祉研究所のプロジェクト研究の
テーマ提案者の一人である。このレポートのタイトルでもあるマターナル・アフェクションと
パターナル・アフェクヨンを現代の福祉社会との関わりをとおして，それぞれの専門領域から
アブ．ローチを試みることを提案した。そうした考察は，最近のジェンダー・フリーの問題も含
め，おそらく各方面に反響を与えることになると思っている。本稿がプロジェクト研究提案者
の私見として，何がしかの参考になればと考えている。筆者は，社会福祉学部紀要r人間の福
祉』にこれまで隔号に海外訪問リポートを載せてきた。しかしこの春以来のSARS（重症急
性呼吸器症候群）の影響で，今年は企画していた東南アジアの仏教文化の視察も中止せざるを
得なくなった。本リポートは，その報告に代えるものであるが，趣旨はやはり肩を張らずに読
んでもらいたいと考えている。
1．やさしさときびしさ一東洋的思惟から
　叔母がお世話になっている特養老人ホームを訪問した時のことである。テレビが置かれた談
話コーナーの一角では，いつものように7～8人の利用老たちが，おもいおもいに刻を過ごし
ていた。ほとんどが車椅子を利用している。するとテーブルを挟んで一人の口達者な老婦人
が，こう相手に言葉を投げかけた。「あんた，そんなに髪をグチャグチャにしてないで，櫛です
いたらどうなのさ。櫛も無いのかね？　櫛なんか安いんだよ。買えばいいのにさ。どこだって
売ってるよ。」「アッハハハ，なんだ禿げてて櫛を使うこともないんだ。こりや可笑しいや！」。
一方の老婦人は終始無言のまま。言われたその婦人は悪口を言う彼女を無視して臨席の車椅子
の女性に「ちっとあなた」と声を掛けた。すると今度は，再び口達者な彼女が「あんたなん
て，馬鹿じゃないの？　ちゃんと名前があるんだよ，名前で呼べばいいじゃないか。あんたな
んて名前なんかないんだよ！」。ここに紹介した対話（？）には誇張も脚色もない，報告者が見
聞したままである。このやり取りをこの種の施設内のごく普通の言動とみて，特別視すること
はないという見方もあるかもしれない。もっともそれぐらい元気なら頼もしいと思うことさえ
出来るだろう。
　たまたまそこには施設の職員たちは居合わせていなかった。ただし，居合わせていたとして
も，はたしてその口達者な彼女にきちんと注意をする職員はいるだろうか。恐らく諭したり注
意をしても，さほどの効果は期待出来ないだろう。むしろかえって事を荒立ててしまうことも
あるかもしれない。しかし報告者自身，後で，何故その時に，「おばあちゃん，そんな風に言っ
てはいけませんよ」，とユーモアも忘れず，穏やかに注意をしなかったのだろうと悔やんだ。彼
女の性格形成には，それまでの入所以前の環境も影響があるのだろう。或いは施設内における
日頃の人間関係の諺積があったのかもしれない。但し，彼女は，少なくともこれまで報告者が
訪問して，その言動をとおして気づく限りでは，お世辞にも好まれる性格とは言えない。介助
する若い女子職員に乱暴に怒鳴り，手を上げ，勝手気ままを通そうとする。その姿には，傲
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慢，我が儘な性格が，そのまま剥き出しになっているようにさえ感じることもある。勿論，痴
呆も考慮されなければならない。本稿をお読みいただいている方々は，どう感じられたであろ
うか？　少なくともこうした言動が普通の家庭で放任されることはないであろう。注意の仕方
は難しい。しかしたとえ痴呆等があったとしても注意をせずに放っておいては，本人にも周囲
にも良くないと思うのは筆者だけであろうか。ノーマライゼイション（等生化：等しく生きる
福祉環境作り）の理想からしても特別視〔この場合は放任しておくという意味に於いて〕する
ことはいけないと思うのである。
　この時に改めて，施設という環境を擬似家庭として捉えたときに，職員たちのケアーには母
性と父性のバランスが必要ではなかろうかと感じた。いまそれを，英語でマターナル・ラヴ
（maternal　love），パターナル・ラヴ（paternal　love）と表現することも出来る。筆者は多少
「愛」という表現を重視してラヴの代わりにアフェクション（affection）を使うことにしたい。
やさしさときびしさ，それを女性と男性というゲシュレヒト（ジェンダー）に振り分けること
も，或いは母性と父性に分けることも異論のあるところであろう。家庭や学校教育において
も，女性が男性に比してきびしくないということもない。しかし男女のジェンダーの相違がそ
れぞれの時代や社会によって評価を異にしても，母性や父性として捉える時には古代社会にお
いても現代においても，その期待された役割は普遍的である。
　筆者はしばしば漢字の解字に関心を懐くことがある。すでに中村　元博士によって論じられ
たように，具体的な事柄をとおして普遍的命題に近づくという思惟傾向が，東洋の漢字の文化
圏には顕著であるからである1。今年（2003年）6月，教育実習生の研究授業の参観に，県内の
荒川中学校を訪問した。その際，校長室の黒板に「教」という漢字の解字が記されていた。学
校長が漢字に造詣が深いことをその時に案内してくださった教頭からうかがった。「教」のツ
クリの右部分は「支（バク）」である。それは棒（答）を手にとってポンと叩くさまを示したも
のである。「軽く鞭打つ」と黒板には書かれていた。学校長の教育方針として記されたものであ
ろう。まさか青竹で叩いて教育せよということを奨励するわけではないだろうが，報告者の懐
いている漢字の解悟からみた教育観を持つ：方がいらっしゃることを知って心強い限りであっ
た。
　ちなみに，教育の「育」も解字を紹介しておきたい。育の上部は「子」が逆さになっている
姿である。下部「月」は肉づき。これは頭を下にしてやすらかに（正常に）生まれた子供が肥
立ちがよいことをあらわしている。教育は，機関としての学校内だけに限らない。家庭におい
ても社会においても教育は必要である。筆老は，その教育を「ある時には手段として叩くこと
も否定せず，正常な人間としてはぐくむ」という意味に捉えている。東洋的な理解からすれ
ば，教育の本質は正常な人間にはぐくむことである。今日の児童生徒による凶悪な犯罪を挙げ
るまでもない。そうした犯罪の背景には，現代の情報化社会の歪みも含めて勿論さまざまな要
因があろう。しかしこれまでの教育が，正常な人間ではなく，むしろ異常な人間を多く育てて
　しまった傾きがあることを教育にたずさわるだれもが気づいているはずである。
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慢，我が儘な性格が，そのまま剥き出しになっているようにさえ感じることもある。勿論，痴
呆も考慮されなけれぼならない。本稿をお読みいただいている方々は，どう感じられたであろ
うか？　少なくともこうした言動が普通の家庭で放任されることはないであろう。注意の仕方
は難しい。しかしたとえ痴呆等があったとしても注意をせずに放っておいては，本人にも周囲
にも良くないと思うのは筆者だけであろうか。ノーマライゼイション（等生化：等しく生きる
福祉環境作り）の理想からしても特別視〔この場合は放任しておくという意味に於いて〕する
ことはいけないと思うのである。
　この時に改めて，施設という環境を擬似家庭として捉えたときに，職員たちのケアーには母
性と父性のバランスが必要ではなかろうかと感じた。いまそれを，英語でマターナル・ラヴ
（maternal　love），パターナル・ラウ“（paternal　love）と表現することも出来る。筆者は多少
「愛」という表現を重視してラヴの代わりにアフェクション（affection）を使うことにしたい。
やさしさときびしさ，それを女性と男性というゲシュレヒト（ジェンダー）に振り分けること
も，或いは母性と父性に分けることも異論のあるところであろう。家庭や学校教育において
も，女性が男性に比してきびしくないということもない。しかし男女のジェンダーの相違がそ
れぞれの時代や社会によって評価を異にしても，母性や父性として捉える時には古代社会にお
いても現代においても，その期待された役割は普遍的である。
　筆者はしばしば漢字の解字に関心を懐くことがある。すでに中村　元博士によって論じられ
たように，具体的な事柄をとおして普遍的命題に近づくという思惟傾向が，東洋の漢字の文化
圏には顕著であるからである1。今年（2003年）6月，教育実習生の研究授業の参観に，県内の
荒川中学校を訪問した。その際，校長室の黒板に「教」という漢字の解字が記されていた。学
校長が漢字に造詣が深いことをその時に案内してくださった教頭からうかがった。「教」のツ
クリの右部分は「支（バク）」である。それは棒（答）を手にとってポンと叩くさまを示したも
のである。「軽く鞭打つ」と黒板には書かれていた。学校長の教育方針として記されたものであ
ろう。まさか青竹で叩いて教育せよということを奨励するわけではないだろうが，報告者の懐
いている漢字の解字からみた教育観を持つ方がいらっしゃることを知って心強い限りであっ
た。
　ちなみに，教育の「育」も解字を紹介しておきたい。育の上部は「子」が逆さになっている
姿である。下部「月」は肉づき。これは頭を下にしてやすらかに（正常に）生まれた子供が肥
立ちがよいことをあらわしている。教育は，機関としての学校内だけに限らない。家庭におい
ても社会においても教育は必要である。筆者は，その教育を「ある時には手段として叩くこと
も否定せず，正常な人間としてはぐくむ」という意味に捉えている。東洋的な理解からすれ
ば，教育の本質は正常な人間にはぐくむことである。今日の児童生徒による凶悪な犯罪を挙げ
るまでもない。そうした犯罪の背景には，現代の情報化社会の歪みも含めて勿論さまざまな要
因があろう。しかしこれまでの教育が，正常な人間ではなく，むしろ異常な人間を多く育てて
しまった傾きがあることを教育にたずさわるだれもが気づいているはずである。
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述べておきたい。母親（母子家庭・次男を懐妊中に夫は病気で他界）の愛情を受けて成長した
長男がやがて恋愛のすえ結ばれた。その若い央婦に子供（男児）が誕生した。ところが父親に
接することなく育った彼は，父親としての振る舞いがどういうものか判らないのでは，という
ことを彼を取り巻く家庭を心配する母親から聞いた。これが特殊な例かどうかは筆者は判断で
きない。しかし家庭環境が子供の心身の発達に影響をあたえることは確かであろう。同様なこ
とは父子家庭でもありえるかもしれない。
　宗教学者R．コムストヅクは男性を中心とした家父長社会と遊牧・牧畜文化，母系社会と農
耕文化との繋がりを指摘し，それぞれの宗教観にも触れている。天を父とする宗教にたいして
大地を母とする宗教は自然の再生と生殖の力が強調されるという4。大地を母とする思惟は，
インドにも共通する。サンスクリットで大地を意味するプリティヴィーpτtivlは女性名詞でも
ある。中国でも，父の徳を天にたとえるのに比して母の徳を持つという意味で「母地」という
言葉がある。
　今日のインド文化形成の主流を占めるインドアーリや人たちはもともと男性を中心とした家
父長社会を形成していた。一方，土着の民族たちは母系社会である。仏教は母系社会の影響を
うけつつ登場している。ヴェーダの宗教（Brahmanism）もやがて土着の人々の信仰や文化を
吸収しヒンドゥー教（Hinduism）となって展開した。古代インドの法典（4加プ駕α一如ε吻）の
中で最も重要な位置を占めるrマヌ法典（ル1δηαηα一4んα7・ηzαεδ∫孟7・α）』5にも，女性に対しては
冷やかな分析を投げかけている。月経を不浄視するのも男子家長社会の特徴である（4，208．
5，85）。ある時には男性を堕落せしめるのは女性であるともいい，賢者は女性に心を許しては
ならないという（2，213－214）。またある時には，女性は，幼いときにはその父に，若き時に
はその夫に，夫の亡きあとはその息子に従うべし（5，148．9，3）という。仏典にも「女人之
礼（体）　幼七去父母　少主従夫　老則従子」（『大智度論』99巻：τz25，613a）と同様のこと
が述べられている。一方，再生族（カーストの上位3階級）の男性たちは，大地の象徴
（2，226）としての彼らの母にたいしては父同様の時にはそれ以上の尊敬と信頼をもってして
いる（2，133．145）。紀元前200年～後200年頃とされるその法典の成立を考えれば，母系社会
の影響をすでに十分に受けていることは容易に推察できる。家長としては，母や父（この順），
そして師を尊ぶことによってダルマ（義務）が充足される（2，233－234）ともいう。伝統的
な男子家長社会においても母性にたいする．思いは同じである。
　現代アメリカでも著名なジャーナリストたちが「母への愛」を手記の形で寄せ合っている。
子供には男女がいるはずであるが，それらの大方は男性からの手記であることが面白い。女子
がやがて実際の母性を実現できる可能性を有するのにたいして，男子にとっては母性や母への
愛は普遍的な命題なのであろうか。勿論，女性側からの母への愛情も当然深い6。
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H．慈愛と人間一ジェンダーの止揚とパラ・ヒタ（利他）
　今年の1月，筆者に親しくしてくださっていたサンスクリット文学者でもあった学兄が病気
で亡くなった。インドの叙事詩『マハーバーラタ（ル1α版う航7α彪）』の邦訳に取り組んでおられ
た上村勝彦博士（当時，東京大学東洋文化研究所教授）である。告別式は同月30日，東京浅草
の浅草寺伝法院で執り行われた。筆者の著書にお褒めのことばをいただいた数少ない方のお一
人である。式が厳修される前に，広間の座敷には故人と親しい方々が集っていた。隣席してい
た方はインド哲学研究室でのシニアーでもあり，上村博士同様に筆者の尊敬する津田真一博士
であった。しばらく雑談をしていた。その際に，筆者が描くマターナル・アフェクションにつ
いて話をした。すると，「三友君，母性は怖いよ。子供さえ食ってしまうからね。」。密教研究の
権威でもある津田博士は，そう語った。津田博士のこのことぽに女性への偏見をまったく感じ
なかった。この助言に，ヒンドゥー教のカリー女神の信仰や仏教のハーリティー（鬼子母神）
の説話を思い起こした。ハーリティーが食べてしまった子供は他人の子供である7。それだけ
ではない，法隆寺「玉虫厨子」のモチーフになっている「下弦捨身」の物語にあるヴィヤーギ
リィー（牝虎）が喰おうとしたのはわが子である8。そうした情景さえ脳裏に浮かんだ。津田博
士の言葉は隠約的な表現ながら，そこに意味するものは深い。
　津田博士の助言によって，早老の視界が広がった。それはマターナル・アフェクションを取
り扱う際に多角的な視点をもつことの大切さである。「衆盲副署（andha－gaja－nyaya）」の比
喩にあるように，一面のみを見て絶対視してはならないことに改めて気づかされた。父性に関
しても同様なことが言えるであろう。しかしながら強度のマイナス面と見なされるものが，逆
にプラスになってひとに作用する場合もあるだろう。反面教師のようなことも往々にして起こ
りうる。筆者はこのアフェクションを両極端を離れるという意味での「中道」という調和のと
れた状態でとらえたい9。そして調和がとれていながら，なお父母両性の特質を失わず，それ
ぞれの個性や特性が輝けるものとしてとらえてみたいと思う。こうした視点から共同研究者と
しての筆者は，大乗仏教の大ボサツ信仰も取り上げねばならないだろう。大ボサツは，男女を
問わず，その人に最も相応しい如何様な姿でも現じて人々を救済する理想の法身のボサツであ
る10。ボサツは智慧をもって衆生を救済する。r般若経』が般若波羅蜜（praj泌一paramita智慧
の完成）を「仏の母」と表現するに対して『維摩経』ではそれを「ボサツの母」と呼んでい
る。
　　「愛」という言葉を，仏典をとおして見ると仏教語としての用例には執着の意味を含むもの
が多い。一方，そうした愛欲（kama）や渇愛（tanha，　tτ鱒a）といった自己中心の愛ではなく，
慈悲から出た利他愛を含む用例が「川神（priya－vadita）」である。愛語はやさしく思いやりの
あることばをいう。愛語は人々を導き救済するための四種の手段（四摂法，四摂事）の一つで
ある。鎌倉時代の道元禅師は「愛語よく廻向の力あることを学すべきなり」（『正法眼蔵』菩提
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薩撞四摂法）と言った。やさしく思いやりのある言葉と，きびしい言葉とには，人々を導き救
済するという動機の点において同じであるならば相違はない。いずれもことば（アビラーパ）
は教化手段である。ことぼ（言語表現）を絶対視してはならないことを大乗経典は説く。相手
にとってもっとも相応しい言葉が，ある時にはやさしい言葉であり，またある時にはきびしい
言葉であったりする。
　「云何がこれ人のこころなるや。謂く利他を思念す」〔『大日経』7’z．18，2b〕。他者のため
をはかることのできるのが人間であると後期大乗経典には言う。利他（para－hita他出の福祉
の意）をはかった行為でも結果的にそうならなくなるということも往々に起こりえる。しかし
仏教は，結果論ではなく動機論の立場にたっていることも付け加えなければな：らない。溺れる
わが子を救おうとした母親が子供を抱えて共に命を落としてしまった。大乗の『固葉経』に伝
えられるこの悲しい物語（7’z．12，613c）は，ブッダの慈悲に等しい崇高な母性の行為として
中世日本の仏教者からも讃えられている。結果的には母子は亡くなってしまう。死を賛美する
のではなく，その動機に他者の命をいとおしむ心があるからである。「自殺」の語は，『大智定
論』ではシュイサイドの意ではなく，利他のために自らの命を投げうつという意味に用いられ
ている。伝統的な仏教の戒律では自殺の幣助も禁じている。
　釈尊ゴータマ仏陀は，亡き母のために母の住む電送天に昇って法を説いたという伝説があ
る11。ブッダが彼女によせる気持ちは世俗の愛情とは異なるのだろうが，これも子から母への
一つの愛情物語ととらえてもよい。一方，比較的，初期仏教資料には，ジャータカ（本生話）
を含めて主としてマターナル・アフェクションのみを伝えるエピソードはさほど多くはないよ
うに思える。ブヅダの過去世物語の主人公として登場するボサツは必ず男性身として扱われて
いる。ボサツは男性身であるという伝統的な教理理解がそこにもある。一般世人の情として，
子を亡くしたキサー・ゴータミーと芥子のエピソードは強く心を打つ。彼女の名でもあるキ
サーには「痩せた」という意がある。その名から想像される母の姿は痛々しい12。
　子の蘇生を信じて助けを求める母親の悲痛な叫びは，医療技術の発達した現代でも何ら変わ
ることはない。おそらく彼女は半狂乱の状態になっていたのだろう。その女性に，ゴータマ仏
陀は，どこにでもある芥子の実（アブラナの実）をもらって来るように告げた。子供の蘇生を
信じて彼女は，家々を訪ね歩いた。何処にでも芥子の実はある。しかし，ブッダ釈尊が蘇生さ
せるために提案した，たった一つの条件は実現できなかった。それは，未だ死別の悲しみを体
験していない家庭から芥子を手に入れることであった。
　彼女は村中を歩き回った。そしてどの家庭にもやる瀬ない死別というかなしみを体験してい
ない者がないことに気づいた。かなしみは決して自分一人だけのことではなかった。仏教カウ
ンセリングの特徴が，このエピソードにはっきりと打ち出されている。それは，悩みを抱える
自分自身が自ら身体を動かして，自分で解答を見つけ出すということである。キサー・ゴータ
ミーはやがて仏教教団において尼僧となったことを伝える。
　子と母とが協力して，邪見（誤った思想や宗教）にとりつかれた父親を目覚めさせる物語が
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大乗経典に述べられている。r法華経』「妙荘厳王本事品」に述べられる浄蔵・浄眼の2王子と
その母が，協力して父王を教化した物語がそれである。頑迷な父王は，王子たちが神秘的な力
（神通力）を現じる姿を見て，邪見から離れる決意をした。現代的（合理的）に見れば，今日
のマジックである。教化手段としてそうした神秘的な力を使うことは初期仏教以来認められて
いた。ただし，尊敬や利得を得るために現ずることは厳しく諫められている。南伝の『パーリ
律』や漢訳『毘尼母経』では，利得のためのそうした行為はわずかな金銭を得るために人に自
分の身体を露にするようなものであると非難する。この物語で注目したいのは，父親と，対す
る子供（男子）と母との協力関係である。
　母が独り子を身命をとしても護るように，生きとし行けるものどもに無量のいつくしみのこ
ころを起こせと，原始仏典は述べている（5コ口149）。子を慈愛する母の姿には普遍的な母性が
認められる。
　ゴータマ仏陀の時代には男性の修行僧はブッダの息子（putta），女性のそれはブッダの娘
（data）と呼ばれていた。修道女をキリストの花嫁とする理解とは異なり，仏教ではかれら修
行老たちにとっての父性が象徴的に表されている。父性の愛を伝える資料は仏典に登場する。
大乗経典の『法華経』「信解品」には長者窮子の警喩，「如来寿量品」には良医の美心などがそ
れである。父が子供を慈懸する姿に国王と民との理想の関係を捉えたのはアショーカ王であ
る13。r別岩石法勅』第2章には「すべての人々は私の子（パジャー．paja＝prajaは民の意でも
ある）である」という。法勅には，王がかれらが現世と来世とにおいてすべての利益と安楽を
得ることを願っている。後の大乗経典にも「其の中の衆生は悉く吾が子（putra）なり」〔『法華
経』讐喩品verse87〕と言う。この場合の「子（プトラ）」は息子の意であるが，男子のみを表し
ていると捉える必要はない。男子家長社会の影響を考慮することによって理解できる。かつて
は親たちと教師の連絡会を意味したPTA（Parent－Teacher　Association）がわが国では「父兄
会」と称されていたのとも同じである。
　アジャセ王（阿閣世王：アジャータ・シャトル）が父王ビンビサーラを幽閉して亡き者と
し，王位を継ぐ話は『観無量寿経』や大乗『暗示経』に登場する14。アジャセは，幽閉された王
を助けようとする母親ヴァイデーヒーの行動を禁じた。男子家長社会における父親にたいする
息子の側のコンフ．レックスの東洋的な例として扱われている。この物語には，女性が子に対し
ては母性を有すると同時に，夫にたいしては妻としての存在を兼ねる難しさがそこに描かれて
いるように思える。このエピソードにも，インドの宗教の特色ともされる業と業による応報の
思想が後に脚色されている。月満ちて生まれおちる子が，やがて成長し父王を殺すであろうと
いう予言に翻弄され，王は嬰児を殺そうとしたというのである。ところが，その嬰児は助けら
れた。インドの古典にも登場するアジャータ・シャトルの名は勇ましい王としての名で「無
敵」の意をもつ。その名が「未生怨」とも解釈できることから，生まれ出ずる前に，すでに親
に怨意を懐きその父にやがて殺意をもつという物語の展開である。殺意の動機は，自分の命を
奪わおうとしたかつての父王のこころをアジャセが知ったところにあった。それはゴータマ仏
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陀に敵対した釜煎丸儲（デーヴァダッタ）がアジャセを唆したのだという。
　神聖な母性が侮辱されたためにその仇をうったという物語が伝えられている15。その主人公
は，ゴータマ仏陀を世におくったシャカ族を滅亡させたというコーサラ国の将軍ヴィドゥーダ
カである。彼の父はコーサラ国王パセーナディー（プラセーナジット）であった。シャカ族は
そのコーサラ国の属国であったという。国王は聖者をいだしたシャカ族から妻を求めた。とこ
ろが，シャカ族の側では，卑しい身分の女性をクシャトリヤ（武士階級）の出であると偽って
王におくった。その両親の間に生まれた子がヴィドゥーダカである。やがて，16歳の時に，彼
は母の故郷を訪れた。彼の母親はシャカ族の男性と論義との間に生まれた女性であった。多感
な彼は母の素性の故に蔑まれた。母親が卑しい身分の女性であることを知った。純真な青年は
かけがえのない愛する母の素性を知らされた。ひとは生まれによって貴いものとなるのではな
い，とゴータマ仏陀は説いた。人はその人の行いによって貴くもなれば賎しくもなると原始仏
典は言う。ブッダ釈尊のその教説には普遍性がある。しかし，そうした普遍的な理解が実現さ
れることは難しい。愛する母親の故に蔑まれたことは彼の懐く神聖な母性まで踏みにじられた
ことになる。その怒りは察するに余りあるものである。その怒りは，ついにシャカ族の滅亡に
まで彼を駆り立てたという。この事件が，ゴータマ仏陀の在世の頃かどうかははっきりしな
い。このエピソードにも，業と業による応報の思想が潤色されている。
　あらゆる出来事には何らかの原因がある。その原因と止滅をゴータマ仏陀は説いたという。
「縁起法意」と名付けられている法の要文に見られるように16，何れの現象にも，複雑な要因が
絡み合っている。それぞれの時代や社会における反省や要請もそうした要因の1つとなる。今
日のジェンダーを取り巻く様々な考え方にもぞうした点を考慮しなければならない。同時に，
現在問題となっている様々な事柄が，やがて時代や社会が変化した時に，普遍性をたもてるか
どうかという点から見れば決して絶対的とは言えない。ジェンダーの相違とマターナル・ア
フェクショソ或いはパターナル・アフェクショソとは密接に関連しながら，なお母性・父性そ
れぞれの愛情形態には普遍性があると思う。
　男らしさ，女らしさという今日一部では反感をかう表現も，ある時代や社会で要請されたも
のである。男子や女子にたいして社会的に理想とされてきた姿が背景にあってそうしたことば
を生んだ。その理想の姿は異なったジェンダーからの見解もあれば，同じジェンダーからのも
のもあるだろう。そうした表現には，これまでの女性を取り巻く差別的な社会環境において，
一方的に望まれ期待された女子像にたいする批判もある。男女のらしさは単に好まpいという
意味ばかりではない。例えば「女々しい」というように女性的とみなされることが男性らしく
ないという意味での批判的な用例がある。それでは，それが現代社会ではまったく「～らし
さ」が要請されていないかというと，決してそうではない。「子供らしい」という表現は，一方
的に大人からみた子供観であるかもしれない。同時に，そこには大人たちが忘れてしまった子
供によせる無邪気で純真な姿が投影されている。同様の表現であっても，愛情をもってするも
のと他者を傷つけるものとがある。勿論，そのことぽがはなはだ彼もしくは彼女を傷つけると
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すれば，それを敢えて用いることはいけない。こどばもその時代や社会において様々に用いら
れた。シナ（支那）という表現は，中国の「秦」からきている。インドでは当時の中国をチー
ンもしくはチーナと呼んだ。それを中国人自身が「支那」と音訳した。中国（中華人民共和
国）という国名は現代中国を意味し，数千年のながきにわたって独自の文化や言語を育んだ支
那とは本来異なる。しかし，その語が暗い屈辱的な時代に用いられたことぽとして，使われた
くないという意見があれば，かれらの気持ちは察しなければならない。しかし，ことばの意味
はハッキリと知ることによって，言語表現に付随した障壁を乗り越えることが出来るのではな
かろうか。インド哲学で考察した智による解脱（モークシャ）とも結びつく。彼もしくは彼女
にたいして愛情をもって接することば，それはやさしいことぽであったりきびしいことばで
あったりする。その言語表現のみを取り出して謡うことはいけない。むしろそうしたことばを
ことさら避けなければならない風潮があるとしたら，それこそ憂慮すべきことである。
　いつの時代にも自由思想家が活躍したのは，反対説にたいする寛容の精神が生きていたから
である17。普遍思想も，これと同じように，様々な見解を認め合って，その中から普遍性のある
ものを議論しなければならない。言語は手段の1つである。言語表現を超えた真実性を問題と
すべきであって，表現形態にとらわれて諄ってはならない。鎌：倉時代の栂尾の明慧上人（1173
－1232）は「阿留辺幾夜宇和（あるべきやうは）」という言葉でひとのあるべき理想的な姿を重
んじた。その時代には武士は武士としてのあるべき姿があった。いまそれを男子は男子として
の女子は女子としの「あるべきよう」と置き換えてみてはどうだろうか。それを他者から期待
された姿と捉えることもよいであろう。他者を思念することは人間の務めでもあるからであ
る。もし，自分自身のあるべきようとした場合にはどうなるだろうか。自己の信念を貫いてあ
るべきようがあるとすれば，自分自身の生きかたそのものが問われなけれぽならない。自己の
深い考察（自己の探究）は諸科学がみな共通して尋ねたものであるからである18。らしさは世
俗的（？）な男女のらしさではなく，ジェンダーを超越した自分らしさの探究であってよいと
思っている。賦与された性別という相違を本人がいとおしむ場合もあるし，憎悪することもあ
るかもしれない。男女のらしさも一面からは決められない。
　男性と女性との特徴的な相違も脳のある部位器官の発達に左右されていることがあるとい
う。女性の多言にたいして男性がことばが少ないということもその1つだと，あるテレビで解
説されていた。おそらく筆者も含め，大方では頷くことがあるだろう。多言が寡黙を凌駕する
場合があっても，駆逐することはない。
　仏教教団での女性の出家老の進出は男性に比して遅れている。最初期の仏教資料には尼僧
　（比丘尼）の存在に触れていないことと，女性の出家がアーナンダ（至難）の取りなしで実現
したというエピソードがあることもその理由とされている。おそらく家の無い状態で遍歴修行
する出家（プラヴラージタ）としての生活が女性には難しいと思われていたのであろう。厳し
く男女間の性的行為（不浄法）を禁じているr律蔵』に，蓮華色比丘尼が青年に犯されたエピ
ソードを伝えている。その際に，彼女が快楽を感じなかったことで戒律を破らなかった（不
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犯）とされた。快感も不快感も，その何れでもないものも感受するものはみ賭であるという
。とを仏教では「一切皆苦」という法印（真理の旗印）であらわす・原始仏卿こは・ひとは
「見応．よ。て清らかとなる」（3・．8・2）と・・う。今日のジ・ンダーの醐も見鱗もとつ
く．ただしその賂は自他とも鵬つける・となく，燗の品性の向上螺がるものであるな
ら購らかなものである．秋艸道人・会津八一は「学芸をも・て己が性蟻うべし」〔学規〕と
言。た．学問や芸術は自己の品性の向上・・結びつくものである・彼の言う「性」は個人の個性
（特性）ばかりではなく品性や霊性も意味すると筆者はとらえている。
乳をふく鯉る姿には，母性の美しさと貴さとが際立・ている・仏鄭・ま浮しをすう子牛が
母牛を慕う姿を，男性の姓・・たいする欲望として捉える場合・・あ・（・h礁284）19・子醐
の胸にたよる姿もある時に三半的・撒られている・しかし母は家慮こおけ砿（S蹴
蝉。一N物。．中村博士訳，．82）であり，母鷹（・・27）であるともいう20・母や父から受け
た恩恵にたいして子供たち・・かれら轍い，老いてはかれら願う・とカミ死後に理想世界へ赴
く。とのできる徳となるとみなされていた．「世・・母型う・と（m・tt・yy・・巨）は楽しい・父を
敬う。と（，。・t。∬。・・）・とは楽い・．」（Dh・彿・332）という・購・・母や父轍わないの
は，子供たちに慢心福ぶりの心力・あるからであるという（8・山場・…165）・
筆者の若い甥夫婦力・淑母のいる施灘志してく批・生まれたばかりの子供擁し’て・
かれら論者の叔母に面会した．やカ・て授乳の時間にな・た・若い母親は人目も気にせずに・
嚇。言午可を得ると，老人たちのいる所で授乳を始めた・すると湧女を問わず・施設の利用
者たちが出れしそうに眼を輝かせて，その光景を眺めていたという・彼らが帰・た後に温
和な施設長がその・と樺都乱てくれた．特別難老人ホームが洗にも触れ蜘く疑似
家庭の＿つであるとすると，授乳はすくなくと嫁庭で見られたごく普通の光景である・とこ
ろカ・，そうした光景に脚磯会は，残念なカ・ら・の種の施設ではほとんど起こりえないだろ
う．最近では施設に子供たちが調し，老人たちと触給いを持つようなところも鰍つつ
ある．筆一回たちの行動を知・て，ゼ・の学生たちに罪深く語・た・奉仕購別なこと
　ではない。生活している日常の姿がそのままひとに感動を与えてくれる。
　　実際の親子関係にお・・ても言えることであるカ・，マタサル・アブ・クシ・ソとパターナル
。ア。。クシ。ン，いずれもそこには相互の信頼関係と轍の念が必要であると思う・『牌
経』、。は，1。。歳の老人力・25歳の若都たいして，彼は批しの父であると言うエピソードが登
場する．イン噺学で贈において優れたものはた擁瀦であ・ても彼の父であるという・
。の記述は，たとえ自分より若くとも，かれらセ・轍の念を持つ・との必要であることを同時
に伝えている．福祉社会に濁る福祉従事都望まれる母性と父性も同様である・たとえ高齢
　者であっても，かれらの期待する父母としての役割が必ずあるのではなかろうか。
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まとめ
　このレポートで，母性と父性の役割の普遍性を，プロジェクト研究に先立って思いつくまま
に触れてみた。母性にたいする尊敬と憧憬は，母系・男子家長のいずれの社会においても見ら
れる。その母性を支えまた意義あらしめるものは日蓮聖人の言う「鳥の両翼」（「日女御前御返
事」）の一翼としての父性であろう。本稿の最後の注記で，筆者の2年次ゼミ生に問い掛けをし
た母性と父性のイメージを載せておきたい21。ゼミ生の一人・小久保美佳君は，母性は「やさ
しさの中のきびしさ」，父性は「きびしさの中でのやさしさ」と端的に表現してくれた。男女間
のジェンダーの相違は，人間としての個性（ヴィシェーシャ）である。古代インドには女性に
は様々な障害があると考えられていた。大乗経典には女人五障が登場する。この場合の障害の
原語はスターナ（sthana地位）である。当時の社会で女性に許されていなかった様々な地位，
それが彼女たちの障害であった。それはまぎれもなく性におけるディスクリミネーション（差
別。セクスィシムスsexismus）である。今日の世界には，未だそうした意味での障害が残存し
ている国々のあることは残念なことである。しかし，仏教では原始仏教以来，さとりを得るこ
とに女性であることが何ら障りとならないと言い（3αηzニソz己亡オα．　P．67），男性より優れた女性の
いることを説いている（p．188）。一方，生類にはそれぞれ特徴があるが，人類には生まれにも
とつく特徴は無いという（Sη．610）。性別を超えて人間を「ひと」と捉える。社会的地位や生ま
れを誇った時代にゴータマ仏陀は，ひとは行為によって貴いものとなり，あるいは賎しいもの
ともなることを説いた。行為主体としての人間，そして自己の考察とおして自己を守ことの大
切さを教えた。そのいとおしい自己は他者の自己とも同様であることに気づくことによって，
「自他の転換（パラ・アートマ・パリヴァルター」が可能となることを仏典は説く。
　自らがしてほしいと思うようなことを他者にたいして行う，筆者は自他の転換をそう捉えて
いる。母性と父性の愛情も同様である。どこまでが母性でどこまでが父性であるのかというこ
とは厳密には限定できない。それぞれがもとめる母性的な愛と父性的な愛がある。それにたい
して相応しく応えてゆくところに行為主体としてのひとのあるべき姿がある。現代社会におけ
るそれぞれの役割をただ分化するのではなく，母性と父性を普遍思想的に考察することによっ
て自ずからなすべき姿が導き出されると思うのである。親子間においても失婦・師弟問におい
ても，相互の尊敬と信頼が不可欠である。真の愛情をもってする行為は，たとえきびしい叱責
であっても，或いは体罰であっても許されることがあるだろう。ただし，どのような行為も，
他者を敬いつつなされているかどうかを自問しなければならない。それによって初めて，その
行為がキリスト教でいう純粋なアガペーとしての神の愛に近づくことになるのではと思ってい
る。マザー・テレサ（1910－1997）は困窮者や孤児・障害児を収容する施設で，かれらの母の
役割を果たそうとしていると語った。そしてかれらに奉仕をすることはキリストに奉仕をする
ことであると考えていた22。
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　マターナル・アフェクションをもってひとに接することも，パターナル・アフェクションを
もってひとに接することも可能であると筆者は述べた。それはジェンダーを超えた純粋の愛が
根底にあってのことである。筆者は，しかしながらジェンダーの相違を超えながらなおジェン
ダーをとおしてのみ出来る役割があると考えている。ジェンダーを有するからこそ他者にたし
いてそのかなしみもいたみもよろこびも知り得るからである。その意味で，福祉の現場でも’ C
教育の現場においても，社会のあらゆる場面で，どのようなジェンダーのバランスが相応しい
かを問う必要があるであろう。他者がもとめる姿を自らの努力で現し出すジェンダーもある。
何れの場合も，そこではパラ・ヒタ（他者への福祉：利他）が実現されながら，アートマ・ヒ
タ（自らの幸せ：自利）をも同時に実現できる「自利即西南」の相即が望まれる。
?
1．中村　元博土の『東洋人の思惟方法』は，戦後，わが国の精神文化を海外に紹介すべく，ユネスコの
国内委員会で日本文化や価値観を紹介する最も相応しい書として加藤玄智博士の書とともに英訳され
た。選集（決定版・春秋旧刊）では第3巻（1989年）に『日本人の思惟方法（東洋人の思惟方法m』
　として増補され収められている。
2．Bo砒ゴ。αプ：y⑳α厩プα（Biblioteca　Indica），　edited　by　V．　Bhattacharya，　The　Asiatic　Society　Calcatta
　l960，　verse　V皿一102．
3．S麗雄ηf♪厩α（PTS），　new　edition　by　Dines　Anderson　and　Helmer　Smith，　London　l965『ブッダのこ
　とば一スッタニパータ』岩波文庫，1981年．（第28刷）。
4．W．R，コムストック著・柳川啓一監訳r宗教一原始形態と理論』（東京大学出版会，1976年），pp．192－
　193．
5．『マヌ法典（M醜α槻一4加脇α一3δ3オ7α）』は12章2．684条からなっている。インドの法典の中で最
　も重要な資料と見なされるものである。筆者の手元にある次のテキストは9種の注釈を対照してある
Mαη祝一∫規漉，with　nine　commentaries，　edited　by　J．　H．　Dave，　Bharatiya　Vidy　Bhavan，　Bonbay，1972
　－1984．
　テキスト並びに翻訳等に関しては，田辺繁子訳『マヌの法典』（岩波文庫）「はしがき」参照。
6．勿論，女性側からのものもある。女性側から母への愛を記したものとしてリーヴ・リンドバーグの
蜘MorθWor4ε∫、4／o雄ηαJ　o／My　Mαんθプ，　Anne　Morrow　Lindbergh，　by　Reeve　Lindbergh（桃井緑
　美子訳『母の贈りもの』青土止，2003年）がある。著者の母アンネ・リンドバーグは，1927年に単独無
　着陸大西洋横断をなし遂げたチャールズ・リンドバーグ夫人。来日した事もある。痴呆が始まった晩
　年の母を看護する著者（娘）の母に対する愛と共に複雑な思いが去来している。
7，A．フーシェは鬼子母神（ハーリティー）が，天然痘のような子供の命を操る恐ろしい伝染病が神格
　化されたものに起源を求めるという。中村　元編著『仏教行事散策』（東京書籍・東竪選書116，1989
　年）高橋尭英（Ph．D）分担「鬼子母神縁日」pp．245－250．参照。
8．三友健容編著r現代に生きる仏教』（東書選書139，1995年）三友囲碁分担「ボサツの仏教」pp．206－
　209，参照。
9．中道の「道］と訳された原語は仏教でいう「八正道」のマールガ（marga．現代ヒンディー語では道
　路の意）ではなくプラティパッド（pratipad）である。それは一歩つつ「前に歩みを進めるコ意があ
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　る。仏教は観念論ではなく実践を説くとされる所以である。
10．前掲『現代に生きる仏教』pp．211－215．参照。
11．ブッダが切痔天の説法を終えて地上に降下したという伝説はバールフト欄楯（前2世紀）の柱にレ
　リーフとして彫刻されている。拙著rブッダの生涯』新潮社とんぼの本（1990年）参照。
12．キサー・ゴータミーのエピソードは7’ん顔g配当、4妙α々α厩（長老尼偶註）に登場する。仏教伝道協
　会編のr和英対照仏教聖典τ加7「飢。痂ηgo∫B副4んα』1975年pp．187－189参照。　cf．中村　元訳『尼僧
　の告白一テーリガーター』岩波文庫，1982年，pp．49－50．　note218
13．A§o加τ剛αη4αo∬αプy　by　Alfred　C．　Woolner，　Reprint　1982，　Delhi．　p．21
　　cf．　Dhauh　Sep，　Edict　I＆Jaugad　Sep，　Edict　L∫αプリθ呪κアz∫3θραゴδηzαηzα．
14．アジャセ王が父王を幽閉して亡き者とし，王位を継ぐ話は漢訳『観無量寿経』7’d2，340a－341bに
　も登場する。『大乗仏典』6（中央公論社，新訂版・昭和56年）には浄土三部経の邦訳を収める。ア
　ジャセは母の行為を怒り彼女を殺そうとしたが，母の殺害は，「刹利（クシャトリや武士階級）の種を
　汚す」と臣下に諭され思い止まったという。『大剛浬押型』7’z．12，474a－485aにはアジャセの改心と
　救済が述べられている。
15．中村　摩可『ゴータマ・ブッダ1』選集第11巻，春秋社・1992年。pp．763－771．には釈尊の晩年の
　事件として「シャカ族の虐殺」が採り上げられている。
16．「縁起法頒」については拙著『玄　』清水書院，人と思想！96・1998年。pp。37－43を参照。
！7．中村　元著『普遍思想』選集決定版〔別巻2〕春秋社・1999年。ソフィストやシラマナ（沙門）たち
　はそれまでの伝統を許否するかあるいは否定的な態度をとって普遍的思想を表明した。第1編年1章
　「異端思想の出現の歴史的背景」参照。
18．玉城康四郎博士はr東西思想の根底にあるもの』（講談社学術文庫1473，200！年）のなかで，自己意
　識はエックハルトのいうように「脳の生理学的な機制からはみ出たものであろう」とされ，「今の段階
　では非科学的な考え方になるかも知れないが，自己意識の発生は，はたして脳の働きだけに任せてよ
　いものであろうか」と疑問を呈されている。玉城博士は「脳をふくむ体全体の有機的な機制に着眼す
　る必要があるのでは」と述べられている。
19．The　D勉配㎜ψα4α，　new　edition（PTS），1914．『真理のことば（ダンマパダ）』岩波文庫，1978年。
　筆者の手元にあるテキストはThe　D勧祝㎜砂α4α（Bibliotheca　Indo－Tibetica），　Verses　and　Stories，
　translated　bya　Daw　Nya　Tin
20．The　5α7πン観α一四則ッαof　the　8躍α舛α々α（PTS），1960年。　r神々との対話一サンユッタ・ニカー
　ヤ1，H』岩波文庫，1986年。
21．2003年度三友ゼミ生16名（2年福祉ゼミ）へのアンケート調査「母性・父性にたいするイメージ」で
　は興味深い回答を得たので，以下に載せておきたい。口頭回答順，○印は女子学生，●印は男子学生。
．?????
　　〔母性〕
○　温厚
●　温もり
○　一番身近な存在
○　優しさ
○　芯が強い
○　ありのままの姿を受け入れてくれる
　　〔父性〕
○　落ち着き
●　厳しさ
○　守ってくれる存在
○　強さ
○　家庭的
○　見守ってくれている
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????????????????????????子供の目線でいてくれる
自分の考えをしっかり持っている
表にあらわれる愛情
味方
落ち着き
創造
後押ししてくれる
現実的
子育てに責任感
温かさの中に厳しさ
○　家庭を大事にする
○　威厳がある
●　隠れた愛情
●　ライバル
●　尊敬
●　補完
●　目標
○　夢見がち
○　家庭のために責任感
○厳しさの中に温かさ
22．拙論「マザー・テレサ女史よりのメッセージ」、4Mθ∬ggθ方。辮Mo孟加7％プθ5α∫or∫伽4θηε30∫
　‘加Fαご漉yo／Soc∫αZ　WθZノαブθ，　Rissho　University（『人間の福祉』第2号，！997年。　pp．143－154）に
　立正大学社会福祉学部に学ぶ学生諸君ヘマザーからメッセージが届いたことを紹介した。2003年9月
　にはマザーがローマ教皇から福者に列せられている。
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